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Memsourceの機械翻訳レポートとは？

四半期ごとに機械翻訳の調査を実施

お客様が実際のビジネスにおいて、Memsourceのシス

テムで行った翻訳のデータを使用



調査方法について

ポストエディット（PE）：機械翻訳で出力された文章を、翻訳者が修正
・改善し、より質の高い翻訳文を完成させるプロセス

ポストエディットデータのスコアづけ

スコアづけ：
機械翻訳の出力がそのまま受け入れられた場合：
スコア＝100
翻訳者によって完全に書き換えられた場合：
スコア＝0→スコアが高いほど、機械翻訳の質が高いことを示唆



調査方法について

コンテンツの分野（＝ドメイン）によって、機械翻訳の出力品質が大きく
変わる

コンテンツの分野別の分析

Memsource Translateでは、文中のキーワードをAIが分析し、自動
的にドメインを分類



表： ドメインと関連キーワード



調査方法について

2021年1月〜6月に収集したデータを使用

使用したデータ

対象：
機械翻訳の出力を翻訳者がポストエディットしたセグメント機械翻訳を利
用できる状況で、翻訳者が一から翻訳を行ったセグメント

翻訳メモリのマッチングによる翻訳や、翻訳不能なセグメントは除外



結果

多くの言語ペアで70点以上を獲得

言語ペア別のスコア

スペイン語、イタリア語、ポルトガル語など関連性の高い言語ペアで高ス
コア

形態が複雑なスラブ系言語ではスコアが下がる傾向



結果

前回調査からスコアが上昇したのは22言語、低下したのは4言語

前回調査からの変化

全言語ペアの平均スコアは71から73へと上昇



結果

英日翻訳が２位、日英翻訳が４位
と、日本語が関係するペアが上位
に

人気の高い言語ペア

トップ10の言語ペアが
Memsourceの全機械翻訳の54%
を占める

表：利用されている言語ペアのトップ10



結果

英語をソース言語と
する翻訳が多数を
占める

人気の高い言語ペア

英語への翻訳では
日本語がトップ

図：どの言語からどの言語へ翻訳されたか



結果

Memsourceでは30以上
の機械翻訳エンジンをサ
ポート

機械翻訳エンジン別の分析

Google、Microsoft、
DeepL、Amazonなどの汎
用エンジンが使用の
大半を占める

図：使用された機械翻訳エンジンの割合



結果

今回の調査では「産業」ドメインに着
目

ドメインと機械翻訳エンジンの分析

機械翻訳のパフォーマンスは、
言語とエンジンの両方によって
大きく変化する

図：産業ドメインにおける、ターゲット言語別の
機械翻訳エンジンの平均スコア



まとめ

機械翻訳エンジンのパフォーマンスは、言語ペアやコンテンツの種
類によって異なる

機械翻訳の出力品質は全般的には高いと言える

特定の言語ペアやドメインに対して、どのエンジンを選択するかに
よって、出力品質が大きく変わってくる



より詳しく知りたいですか？

第四半期に公開された全文レポート（英語）の送付をご希望の方は

下記のメールアドレスまでお問い合わせください。

japan@memsource.com


